
  

１月は定例交流会 

＆新年会ですよ！ 

「知っ得！安全衛生で納得」 

月 日：2018年 1月 25日（木） 

時 間：１８：００～ 

場 所：阪神医療生協にじの家 

             

一
一
月
一
一
日
（
土
）
か
ら
一
二
日

ま
で
二
日
間
の
日
程
で
、
尼
崎
の
ア
ス

ベ
ス
ト
患
者
と
家
族
の
会
と
共
に
熊
本

県
水
俣
市
（
現
在
人
口
二
万
五
〇
〇
〇

人
）
を
訪
問
し
、
交
流
・
研
修
の
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
か
ら
一
一
〇
年
前
に
、
塩
田
跡
地

に
国
策
に
よ
っ
て
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場

（
日
本
窒
素
肥
料
㈱
）
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。 

そ
れ
以
来
、
工
場
の
生
産
活
動
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
有
機
水
銀
を
含
む

有
害
物
質
が
未
処
理
の
ま
ま
水
俣
湾
、

不
知
火
海
へ
大
量
に
垂
れ
流
さ
れ
、
環

境
を
汚
染
し
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
小
魚

を
太
刀
魚
等
が
食
し
、
そ
れ
を
漁
師
や

近
隣
の
住
民
が
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て

い
た
。 

そ
れ
に
よ
り
重
篤
か
つ
大
規
模
な
人

体
被
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
ま
さ
に

食
物
連
鎖
の
最
た
る
も
の
で
し
た
。
ま 

             

た
、
母
親
の
胎
盤
を
通
じ
て
汚
染
し
被

害
を
受
け
た
胎
児
性
水
俣
病
な
ど
、
未

曾
有
の
経
験
も
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「遠
見
の
家
」で
被
害
者
に 

闘
い
の
歴
史
を
聞
く 

一
一
日
午
後
に
新
水
俣
駅
到 

着
、
こ
の
研
修
会
の
ナ
ビ
ゲ
ー 

タ
ー
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い 

た
中
地
重
晴
先
生
（
熊
本
学
園 

大
学
教
授
）
の
出
迎
え
で
、
ま 

ず
、
今
回
の
メ
イ
ン
で
あ
る 

「
遠
見
の
家
」
へ
。
こ
の
家
は 

患
者
と
支
援
者
が
集
い
、
日
常 

的
に
医
療
生
活
相
談
や
活
動
の 

話
し
合
い
を
持
つ
場
で
、
古
民 

家
を
借
り
て
い
る
そ
う
で
す
。 

集
ま
り
の
進
行
役
を
引
き
受
け 

て
い
た
だ
い
た
谷
洋
一
さ
ん
が 

庭
先
で
、
あ
の
家
が
水
俣
病
認 

定
第
１
号
の
姉
妹
の
お
家
で
す
、 

と
湾
内
の
家
を
指
で
示
さ
れ
ま 

       

し
た
。 

                           

会
場
に
は
患
者
互
助
会
の
な
か
ま
七

名
。
内
訳
は
、
胎
児
性
水
俣
病
の
坂
本

し
の
ぶ
さ
ん
（
六
一
歳
）
含
む
二
名
と
、

小
児
性
水
俣
病
五
名
、
支
援
者
三
名
計

一
〇
名
、
そ
し
て
尼
崎
か
ら
は
一
二
名

と
中
地
先
生
。 

坂
本
し
の
ぶ
さ
ん
の
母
親
フ
ジ
エ

さ
ん
（
九
二
歳
）
か
ら
チ
ッ
ソ
（
株
）

→
熊
本
県
→
（
国
）
行
政
→
裁
判
→
認

定
へ
と
辿
る
交
渉
の
苦
労
、
し
の
ぶ
さ

ん
の
御
世
話
、
熊
本
大
学
病
院
で
の
診

察
、
チ
ッ
ソ
の
附
属
病
院
へ
入
院
し
小

児
マ
ヒ
と
誤
診
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
際

の
支
払
い
に
苦
戦
し
、
「
長
女 

昭
和

三
三
年
一
月
三
日
死
亡
」
等
の
こ
と
が

あ
り
、
体
が
休
ま
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
と
、
切
々
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
当
時
、
坂
本
親
子
は
塗
炭
の
苦
し
み

の
時
期
で
し
た
） 

そ
の
よ
う
な
中
で
や
っ
と
、
昭
和
三

七
年
（
一
九
六
二
年
）
一
一
月
、
原
田

正
純
医
師
の
診
断
に
よ
り
、
坂
本
し
の

ぶ
さ
ん
が
胎
児
性
水
俣
病
と
認
定
さ
れ

ま
し
た
。 

          

深
刻
す
ぎ
る
現
在
の
患
者
数 

二
〇
一
七
年
現
在
水
俣
病
認
定
患
者

数
二
二
八
四
名
、
新
潟
水
俣
病
七
〇
九

名
、
医
療
救
済
患
者
数
七
万
人
以
上
、

一
時
金
二
〇
〇
万
～
二
六
〇
万
円
、
手

帳
（
医
療
・
保
健
等
）
取
得
者
三
万
四

三
〇
〇
名
超
（
受
領
し
た
も
の
は
訴
訟

不
可
？
）
、
推
定
患
者
数
一
〇
万
人
に

及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。 

認
定
患
者
の
医
療
費
は
チ
ッ
ソ
負
担
。

現
在
負
担
額
は
二
〇
〇
〇
億
円
程
度

（
一
時
金
な
ど
も
）
。
原
資
は
熊
本
県

が
県
債
を
発
行
し
、
後
日
チ
ッ
ソ
が
利

益
に
応
じ
て
返
却
と
の
こ
と
で
し
た
。 

（
ク
ボ
タ
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
つ

い
て
は
、
石
綿
救
済
法
で
生
存
者
月
一

〇
万
円
、
健
康
保
険
本
人
負
担
分
を
国

が
負
担
し
て
い
る
。
） 

以
上
が
「
遠
見
の
家
」
で
伺
っ
た
闘

病
・
認
定
闘
争
の
経
過
報
告
で
あ
り
ま

し
た
が
、
被
災
者
自
身
が
が
ん
ば
ら
な

け
れ
ば
、
闘
争
の
前
進
は
あ
り
ま
せ
ん

と
、
力
強
く
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
と
て 
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水
俣
を
訪
ね
て
の
重
い
交
流 

谷
村 

梓
（
尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
顧
問
、
東
亜
バ
ル
ブ
Ｏ
Ｂ
） 

 

遠見の家で交流 

毎日新聞 



  

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
共
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
！
（
水
俣
病
、
ア
ス
ベ
ス

ト
疾
患
に
共
通
す
る
苦
し
み
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。
） 

 
 

そ
の
後
会
場
を
熊
本
学
園
大
学
水
俣

病
研
究
セ
ン
タ
ー
ま
で
移
動
し
、
中
地

先
生
か
ら
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
熊
本

学
園
大
学
は
学
生
数
五
七
〇
〇
名
で
、

毎
年
新
入
学
生
が
水
俣
病
に
関
す
る
フ

ィ
ー
ル
ド
合
宿
を
行
い
、
運
動
の
学
習

と
手
助
け
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
心

強
い
限
り
で
す
。 

香
川
県
豊
島
（
て
し
ま
）
産
廃
場
で
水

銀
発
生
、
遠
く
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア 

                    

で
水
銀
被
害
が
出
て
い
る
ほ
か
に
、

我
々
が
日
常
生
活
に
使
用
し
て
い
る
体

温
計
、
血
圧
計
、
蛍
光
灯
、
水
銀
灯
、

電
池
、
石
鹸
、
化
粧
品
に
至
る
多
種
の

物
に
水
銀
が
使
用
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。 

メ
チ
ル
水
銀
の
急
性
毒
性
、
致
死
量

体
内
一
〇
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
。 

 

国
は
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）

五
月
一
日
に
第
一
号
水
俣
病
患
者
の
発

生
を
公
式
確
認
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

一
九
六
八
年
ま
で
排
水
規
制
措
置
を
取

ら
ず
、
そ
の
間
チ
ッ
ソ
は
排
水
を
流
し

続
け
、
被
害
が
拡
大
し
た
こ
と
は
本
当

に
悔
や
ま
れ
ま
す
。 

                    

そ
の
後
チ
ッ
ソ
（
株
）
は
、
子
会
社

約
五
社
に
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
造
等
さ

せ
た
。
ヘ
ド
ロ
処
理
工
事
は
、
現
在
の

エ
コ
パ
ー
ク
の
地
下
に
、
鋼
矢
板
と
砂

で
囲
っ
て
五
〇
年
間
を
め
ど
に
埋
め
ら

れ
て
い
る
。
鋼
矢
板
が
サ
ビ
つ
い
た
り
、

劣
化
し
て
漏
れ
出
た
り
し
た
ら
ど
う
な

る
。 意

外
に
思
っ
た
の
は
、
分
社
化
し
た

Ｊ
Ｎ
Ｃ
社
（
新
日
本
チ
ッ
ソ
）
が
、
シ

リ
コ
ン
液
晶
製
造
シ
ェ
ア
世
界
の
三
分

の
一
と
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
他
化
粧
品
製

造
で
も
黒
字
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

二
日
目
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

                    

研
修
二
日
目
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

水
俣
病
発
症
の
原
因
と
な
っ
た
現
地
へ

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
始
め
に

水
俣
病
資
料
館
に
行
き
、
被
災
当
時
か

ら
現
在
に
至
る
記
録
映
画
と
パ
ネ
ル
写

真
で
闘
病
、
闘
争
の
経
過
を
見
学
す
る
。

建
屋
、
周
囲
の
庭
共
々
あ
ま
り
に
も
立

派
す
ぎ
て
、
こ
の
地
下
に
ヘ
ド
ロ
が
埋

ま
っ
て
い
る
と
は
想
像
外
で
し
た
。
当

地
エ
コ
パ
ー
ク
は
結
構
広
く
、
日
曜
日

な
の
で
、
住
民
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
に
興
じ
て
い
る
様
子
を
見

か
け
た
。
水
俣
病
発
覚
以
降
六
〇
年
の

成
果
か
？
… 

 

 

そ
の
あ
と
メ
チ
ル
水
銀
垂
れ
流
し
現

場
へ
、
水
俣
市
内
視
察
、
問
題
の
百
間

排
水
路
（
水
俣
病
爆
心
地
）
、
八
幡
残 

           

さ
プ
ー
ル
（
カ
ー
バ
イ
ト
残
渣
捨
て
場
）
、

坪
段
（
最
初
の
水
俣
病
確
認
）
、
湯
堂
、

茂
道
（
こ
こ
は
患
者
多
発
地
区
で
、
犠

牲
者
も
多
く
出
て
お
り
、
今
も
廃
屋
が

生
々
し
く
見
ら
れ
た
）
。
丸
島
漁
港
で

は
地
元
漁
民
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の

警
官
が
な
ご
や
か
に
談
笑
す
る
風
景
が 

見
ら
れ
、
何
か
温
か 

い
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。 こ

の
二
日
間
、
重
苦

し
い
内
容
の
交
流
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
水 

俣
病
互
助
会
の
な
か
ま
と
尼
崎
ア
ス
ベ

ス
ト
被
災
者
が
難
病
と
闘
い
な
が
ら
懸

命
に
生
き
る
姿
に
、
共
通
す
る
と
こ
ろ

も
多
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。 

最
後
ま
で
わ
れ
わ
れ
に
帯
同
し
て
い

た
だ
き
、
水
俣
病
問
題
の
真
髄
を
風
化

さ
せ
ま
い
と
、
学
生
た
ち
に
指
導
さ
れ

が
ん
ば
る
中
地
先
生
に
共
鳴
し
感
謝
し

ま
す
。
私
た
ち
も
“
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
”

を
１
２
年
前
の
一
事
象
と
す
る
の
で
な

く
、
記
憶
に
と
ど
め
て
い
く
施
設
と
仕

組
み
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
同
行
の
皆
さ
ま
方
、
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

（２）                                                  2017年 12月 20日                        E-mail: a4p8bv@bma.biglobe.ne.jp 

2017.11.22毎日新聞 

百間排水口の説明板 


